


ま え が き

　本書の初版は2011（平成23）年に発行された（角野猛・須崎尚編著）。おかげさまで多くの大
学等でお使いいただき，版を重ねてきたが，内容を改めることなく十年余が経過した。この間，
公衆衛生の枠組みや制度に大きな変化はないものの，管理栄養士国家試験出題基準（ガイドライ
ン）は改定を重ね，環境に関するあらゆる規格基準も見直されている。また，社会や健康に関す
る統計も日々更新されており，こうした状況に対応するため，公衆衛生に関する実験・実習に携
わる新たな執筆者を迎えつつ，最新の知見を盛り込んだ形で，本書を「新版」として発行するこ
ととした。
　管理栄養士の国家試験における公衆衛生学関連の出題範囲は，「社会・環境と健康」という領
域である。その内訳は，「社会と健康」「環境と健康」「健康，疾病，行動に関わる統計資料」「健
康状態・疾病の測定と評価」「生活習慣（ライフスタイル）の現状と対策」「主要疾患の疫学と予
防対策」「保健・医療・福祉の制度」までの７つの大項目になっている。なお，同国家試験の「社
会・環境と健康」の分野での出題数は，現行ガイドラインでは16題である。
　第36回管理栄養士国家試験（令和４年２月27日実施）の「社会・環境と健康」の分野における
出題内容は，「減塩教室におけるPDCA」「WHOの社会的決定要因の内容」「水道法に基づく上水
道の水質基準」「ある年のＡ地域とＢ地域の死亡の状況における両地域の比較」「疫学研究の方法
に関する説明と名称の組み合わせ」「スクリーニングテストの陽性反応的中度」「健康づくりのた
めの身体活動基準2013の内容」「喫煙」「がん（悪性新生物）」「循環器疾患」「高齢者の健康およ
び骨・関節疾患」「地域保健」「医療計画」「介護保険制度」「母子保健」「保健統計指標と調査名
の組合せ」のそれぞれに関する16問であった。筆者をはじめ多くの方々は，公衆衛生学の講義を
進めるにあたり，これらの出題内容を意識して，時には演習的な内容を取り入れて対応している
ものの，それには時間数の観点から徹底した教育が困難であると感じているのではないだろうか。
　公衆衛生学としての講義科目は，管理栄養士，栄養士養成施設では半期２単位と設定している
ことが多い。これだけでは，上記の内容を全て網羅して学生に教えることはきわめて難しい。そ
のため，公衆衛生的な実験，実習を授業科目に取り入れている管理栄養士，栄養士養成施設は多
くはない。しかし，公衆衛生を理解させるには，実験，実習が必要という意見が多い。
　今般の新版にあたっても従来と同様に，管理栄養士，栄養士養成施設の公衆衛生学担当者の中
で，理論とともにそれを実証するための実験・実習科目を必要と認識する者達が集い，空気，温
熱，上水道，下水道などや，人口動態における各種統計計算，疫学関連におけるコホート研究，
症例対照研究，さらには，スクリーニングにおける特異度の計算などを理解しやすくする参考書
の作成に取り組んだ。
　管理栄養士，栄養士課程を修了した学生たちの就職方面には多様性があり，管理栄養士，栄養
士の職以外に，それらの資格を生かした食品会社の品質管理関連，環境関連企業などの実験に従
事するなど，今後もますます広がりをみせようとしている。こうした点をふまえ，本書はそのよ
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うな職場でも生かせる内容とした。したがって，環境衛生的な実験，生理学的な実験，化学的な
分析実験，栄養学的な実験，統計・疫学的な実習など，様々な分野を含んでいるが，それらを平
易に解説し，取り組める実験・実習内容とした。なお，一部の実験・実習には高度の技術や高額
な機器が必要な場合があるが，本書を活用する担当者のお考えにより，取捨選択していただきた
い。
　本書は管理栄養士，栄養士などを専攻する栄養系，食品系の学部，学科を対象としているが，
看護系，環境系の学部，学科，さらに，衛生検査などの研究者，技術者などにご活用いただけれ
ば幸いである。版を改めるにあたっては，内容を精査したが，それでもなお不備な点があれば，
ご意見・ご叱正をいただき，今後さらに改めさせていただきたい。
　終わりに，本書の刊行にあたってご便宜を頂いた建帛社の各位に対して厚くお礼申し上げる。

　2022年４月

� 編著者　角野　猛・岸本　満
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1 統計の基礎

データの種類1
　私たちが扱う様々なデータには種類があり，分析したり，まとめたりするためには，
データそのものの種類と特徴を理解しておく必要がある（表１－１）。

表１－１　データの種類と特徴

種　　類 特　　徴 例

質的データ 名義尺度 区別することが目的で順番
には意味がない

はい・いいえ

順序尺度 区別に加えて順序がある －・±・＋

量的データ 間隔尺度 足し算，引き算のみが可能 温度

比尺度 足し算，引き算に加えてか
け算，割り算が可能

身長・体重

　大きく分類すると数値として測定できない質的データ（男性，女性，好き，嫌いな
ど）と，数値として測定できる量的データ（身長，体重，人数など）がある。それぞ
れをさらに詳しく見ると以下のようになる。

（１）質的データ（カテゴリーデータ）
名義尺度：�区別だけを行うもので，順番に意味はない。例えば（男性・女性）あるい

は（はい・いいえ），のような場合が該当する。
順序尺度：�区別に加えて，その区別に順番がつくもの（よい・どちらでもない・悪

い）。あるいは（優・良・可・不可）のような場合である。名義尺度より
順序の分だけ情報量が多く，大きさの比較が可能となる。

（２）量的データ
間隔尺度：�順序に加え，その差（間隔）が明確な意味を持つ場合であり，足し算や引

き算が可能であるが，かけ算や割り算はできない。間隔が等しいことが条
件である。例えば通常摂氏０度という場合，０度は温度がないことを意味
しているわけではなく，便宜的に決められているに過ぎない。摂氏20度と
10度を比較して，10度上昇したというのは意味があるが，10度から倍に上
昇したと表現するのには意味がない。

比 尺 度：�差に加え比にも意味を持つ場合であり，足し算，引き算に加え，かけ算や
割り算が可能で計算上何の制約も受けない。絶対０点を持ち，値が０の時
は，その対象がないことを意味する。体重20㎏と40㎏を比較して，20㎏増
加したと表現することも，20㎏の倍になったと表現することも可能である。
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　次のデータはそれぞれどのような性質を持ったデータか。
①年号（　　　　　）　　　　　②血圧（　　　　　）
③剣道の段位（　　　　　）　　④血液型（　　　　　）

演習１－ 1

データの記述２
　様々な量的なデータの場合，そのデータから何を読み取るかということが，データ
を収集する目的である。つまりデータを把握する必要がある。そのためには度数分布
表とヒストグラムが使われる。
　度数分布表とは，データの起こりうる範囲を決めて，その範囲内に存在するデータ
の数を表にしたものである。この範囲のことを階級といい，その階級に存在するデー
タの数を度数という。また，階級ごとの度数を累計したものが累積度数であり，比率
を累計したものが累積比率である。

　４人の身長のデータがある。このデータがどのような分布をしているか，表１－２
の度数表を用いて把握してみよう。
　Ａの身長：155cm　Ｂの身長：168cm　Ｃの身長：172cm　Ｄの身長：161cm

演習１－２

　量的データの場合の度数表は，階級値を設定し，表１－２のように作成する。

表１－２　度数表

階　　級（cm） 度数（人数） 比率（%） 累積度数 累積比率（%）

150以上～160未満 1

160以上～170未満 2

170以上～180未満 1

　階級の数は少なすぎても，多すぎても見にくいので，適当な数を設定する必要があ
る。階級の数の目安はだいたい表１－３のとおりである。

表１－３　階級の目安

データの数 20 40 80 150 300 500 1000 2000

階級の数 5 6 7 8 9 10 11 12
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　次に，視覚的にわかりやすくするために，演習１－２で作成した度数表から，ヒス
トグラムを作成してみよう。ヒストグラムはデータの度数分布を，縦軸に度数，横軸
に階級をとった棒グラフ状のグラフである。棒グラフと異なり階級間を連続した形で
表すのが特徴である。データを把握する上で基本的なグラフである。人口ピラミッド
もヒストグラムの１つである。様々なデータをヒストグラムにして表現すると，様々
な形があることがわかる（図１－１）。

演習１－３

図１－１　様々なヒストグラム
②は異なる集団が存在している可能性がある。

① ②

③ ④

　以上のようにヒストグラムには様々なものがあるが，それぞれの特徴があり，デー
タの性質を読み取る上で，分布の形を視覚的に確認することは重要である。

データの代表値（量的データの場合）３
　量的なデータの場合，たくさんのデータを１つの数値で表そうとした場合に用いら
れるのが，代表値であり，平均値，中央値，最頻値が用いられる。

（１）平均値（mean）
　データの数値を加算しデータの数で割った値。データの重心を表している。

（２）中央値（median）
　データを小さい順に並べて，その真ん中を示す値。50％点。データの数が偶数の場
合は，中央の２つのデータの平均値を用いる。　

（３）最頻値（mode）
　データの中で，最も頻度（例数）が多い値。最頻値が存在しない場合や複数存在す
る場合があることなどから，最頻値のみを代表値として使用することはあまりない。

　様々なヒストグラムで確認したように，代表値を平均値で表すことに意味のないこ
とも多い。大切なことは分布の形を確認して，平均値に意味があるのか，また中央値
の方が代表値として適切なのかを判断することである（図１－２，１－３，１－４，１
－５）。
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　演習１－２の身長のデータの場合の平均値，中央値を求めてみよう。
　それぞれの代表値には特徴があるが，最もよく用いられるのは，平均値である。し
かし，図１－２，図１－３で示したように外れ値があると，平均値はその影響をもっ
とも受けやすい値となる。平均値を用いる場合は分布がある程度左右対称，つまり正
規分布に近い時に意味を持つ。例えば，どのような年代の人がよくレストランを利用
しているかを知りたいときに，レストランを利用している人たちに家族が多い場合，
その年齢を平均しても意味がない。

演習１－ 4

図１－２　平均値と中央値
平均値は重心に当たる。中央値は左右のデータの数
が同じ。

平均値

中央値

図１－３　外れ値と平均値，中央値
平均値は外れ値があると中央値より影響を受けやす
い。

中央値，平均値

中央値 平均値

図１－４　�分布の形状による平均値，中
央値，最頻値の関係

最
頻
値

最
頻
値

中
央
値

中
央
値

平
均
値

平
均
値

図１－５　�左右対称の分布の場合の平均
値，中央値，最頻値

平均値，中央値，最頻値

データのばらつきの記述４
　代表値は集団を代表する値であるが，ばらつきは個々のデータが代表値を中心にど
の程度ばらついているかを表すものである。

（１）範囲（range）
　最大値から最小値を引いたもの。この区間幅の中に全データが含まれる。

　演習１－２の身長のデータの場合の範囲を求めてみよう。

演習１－５
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（２）四分位数と四分位範囲
　データのばらつきが非対称であったり，外れ値が存在するような場合，中央値を中
心とした四分位数，四分位範囲で示す方法がある（図１－６，１－７）。
　データを小さい順に並べて，４等分する３つの値で，小さい順から第１四分位数
（25％点），第２四分位数（50％点，中央値），第３四分位数（75％点）という。
　第１四分位数以下のデータは全体の25％にあたり，下から25パーセンタイル値とも
いう。これを視覚的に表したのが箱ひげ図である。四分位範囲とは75％点から25％点
を引いたものである。

図１－６　四分位点

四分位
範囲

データの値大

第３四分位数
（75％点）

第２四分位数
（50％点）
（中央値）

第１四分位数
（25％点）

図１－７　箱ひげ図

最大値

最小値

中央値

75％点

25％点

　演習１－２の身長のデータの場合の四分位範囲を求めてみよう。

演習１－６

（３）標準偏差（standard deviation）
　分布の形が左右対称で，平均値，中央値，最頻値が一致しているものを正規分布と
いうが，同じ正規分布でも裾野が広がって平らになっている場合と，そうでない場合
がある。その分布の形と大きさを表す方法として分散，標準偏差が用いられる。
　個々のデータと平均値との差を偏差という（図１－８）。偏差の合計がばらつきの
大きさを示すが，必ず０になるので，この値を２乗したものを合計し，データの数で
割ったものが，分散である。データが母集団から抽出されたものの場合，データの数
から１を引いたもので割る。これを不偏分散という。不偏分散は，母分散の推定値と
なる。標準偏差は，分散の平方根である。

コラム：変 動 係 数

　標準偏差は各分布のばらつきを比較できるが，平均値が大きく異なる場合や単位が異
なる分布の比較では適切でない。そこで，標準偏差を平均値と比較することでばらつき
を相対的に評価する方法がある。これが変動係数である。一般に％で表される。
　変動係数＝標準偏差／平均値
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